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鎌 倉 市 議 会

議長・副議長・監査委員、常任委員会等の委員が決まりました

令和元年（2019年）5月臨時会（5月28日）
令和元年（2019年）6月定例会（6月5日～21日）
議会新役員、常任委員会等の委員構成が決定

【今後の定例会開会予定日】９月定例会：９月４日（水）　12月定例会：12月４日（水）　２月定例会：令和２年（2020年）２月12日（水）
※開会予定日は、変更となる場合があります。

　６月５日の本会議において議長・副議
長の選挙を行い、議長に久坂くにえ議員
が、副議長に池田実議員が選出されまし
た。議会選出の監査委員には、西岡幸子
議員が選任されました。なお、常任委員
会等の委員構成は、次の表のとおり決定
しました。
　※�市議会ホームページに「議長・副議長」

からのメッセージ動画があります。

議会報告会＆意見聴取会を開催しました

①  所信表明会の開催（５月24日）
　議長・副議長を志す議員は、所信表明を行うこ
とができるものとしており、５月24日に所信表明
会を開催しました。
　議長選挙に係る所信表明の申し出は髙橋浩司議
員と久坂くにえ議員（申し出順）から、副議長選
挙に係る所信表明は池田実議員からあり、それぞ
れが所信表明を行いました。

②  議長・副議長選挙（６月５日）
　本会議場にて議長・副議長選挙が行われ、議長
選挙は髙橋浩司議員が12票、久坂くにえ議員が12
票であり、同数であったため地方自治法第118条（公
職選挙法を準用する旨の規定）に基づきくじ引き
が行われ、久坂くにえ議員が議長に当選しました。
　副議長選挙は池田実議員が23票（無効票１票）
を獲得し、副議長に当選しました。
　※�①、②ともに市議会ホームページで録画映像をご覧

いただけます。

議長・副議長が決まるまで

西岡幸子
監査委員

久坂くにえ
議長

池田　実
副議長

委員会 所管事項 各委員会の所属議員（◎委員長　○副委員長）

総務常任委員会 市の総合計画・税金・
消防・防災など

◎山田　直人　○志田　一宏　くりはらえりこ
　久坂くにえ　　高野　洋一　保坂　令子

教育こどもみらい
常任委員会

学校教育・子育て・
文化財など

◎髙橋　浩司　○前川　綾子　千　　　一
　安立　奈穂　　竹田ゆかり　納所　輝次

観光厚生
常任委員会

福祉・ごみ・観光・
産業・市民活動など

◎日向　慎吾　○伊藤　倫邦　長嶋　竜弘
　西岡　幸子　　河村　琢磨　吉岡　和江

建設常任委員会 景観・開発・道路・
河川・下水道など

◎森　　功一　○大石　和久　池田　　実　
　武野　裕子　　中村聡一郎　松中　健冶

議会運営委員会
定例会の会期・

議案審査の順番・本会議
の進行の確認など

◎中村聡一郎　○前川　綾子　志田　一宏　西岡　幸子
　河村　琢磨　　高野　洋一　保坂　令子　納所　輝次
　山田　直人　　髙橋　浩司

議会広報委員会 議会だよりの
編集・発行など

◎武野　裕子　○納所　輝次　安立　奈穂　森　　功一
　日向　慎吾　　山田　直人　中村聡一郎

　５月18日（土）に鎌倉市役所議会全員協議会室、19日（日）に大船学習センター第１集会室にて、議会報告会および意見聴取会
を開催しました。議会報告会では、各常任委員会と一般会計予算等審査特別委員会の正・副委員長が、２月定例会での審査内容を報
告しました。意見聴取会では、市民の方と議員がテーブルを囲み、「共生社会について（多様な生き方を認め合える社会について）」
のご意見を伺いました。なお、意見聴取会でいただいたご意見は、報告書にまとめ、市長へ参考送付しました。（内容は市議会ホー
ムページにも掲載しています）
　参加者数は２日間で計36名でした。

写真は意見聴取会の様子
左：18日（土）鎌倉市役所
上：19日（日）大船学習センター

⃝定例会等の主な動き

⃝定例会等の概要
・�５月臨時会では、専決処分承認議案３件を承認したほか、「平成31年（ネ）第338号損
害賠償請求控訴事件の上告受理申立てについて（旧レイ・ウェル鎌倉）」を可決しました。
・�６月定例会では、議長、副議長選挙および議会選出の監査委員の選任につ
いて同意したほか、各常任委員会等の委員構成が決定しました。また15名
の議員が一般質問を行いました。
・�市長提出議案として、条例関係議案12件、補正予算議案２件、その他議案
６件を可決、教育委員会委員の任命議案に同意しました。

・�委員会提出議案として、「幼児教育・保育の無償化制度に関する意見書の提
出について」を可決したほか、陳情４件を採択、請願１件を不採択としました。

５月臨時会／本会議 （５/28）… ………………議案上程、 委員長報告、 採決	（４面）
総務常任委員会（５/28）………議案審査

６月定例会／本会議（６/５～10）……………議長・副議長等新役員の決定、
一般質問、議案上程、採決	 （１・２面）

各常任委員会（６/12～17、20、21）… 議案、請願・陳情審査等	 （３・４面）
本会議（６/21）…………………委員長報告、議案上程、採決	（３・４面）

参加した方の感想
（アンケートから抜粋）

・�これを機に共生社会に関してひとつ
でも行動を起こしてみる。
・�楽しく、勉強になりました。有意義
な会と思いました。
・�開かれた議会活動として、素晴らし
いものだったと思います。ただ、若
い世代が参加するような仕組みがあ
るともっとよいと思いました。
・�意見聴取会は、もう少し時間がほし
かった。
・�皆様ひとつひとつ自分の意見をおっ
しゃっていてよかったです。
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一
般
質
問

　
高
齢
社
会
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、 

次
の
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

質
問
…
本
市
の
高
齢
化
率
は
既
に

30
％
を
超
え
て
お
り
、
２
０
２

５
年
の
高
齢
者
人
口
は
75
歳
以

上
が
65
歳
か
ら
74
歳
ま
で
に
比

べ
倍
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
状
況
に
合
わ
せ
た
施

策
の
見
直
し
や
展
開
を
図
る
こ

と
が
必
要
と
考
え
る
が
い
か
が

か
。

健
康
福
祉
部
長
…
医
療
や
介
護
を

必
要
と
す
る
方
が
増
え
、
今
の

サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
で
は
十
分

に
対
応
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

を
認
識
し
て
い
る
。
こ
の
状
況

に
対
応
す
る
た
め
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し

を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、 

２
０
２
５
年
ま
で
の
早
い
時
期

に
、
医
療
、
介
護
、
予
防
、
住

ま
い
、
生
活
支
援
が
一
体
的
に

提
供
さ
れ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
を
構
築
す
る
必
要
が
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

質
問
…
在
宅
医
療
の
推
進
は
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
の
要

で
あ
る
。
医
師
会
と
の
連
携
は

進
ん
で
い
る
か
。

同
部
長
…
平
成
30
年
１
月
か
ら
鎌

倉
市
医
師
会
に
委
託
し
、
鎌
倉

市
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
相
談

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
医
療
・

介
護
の
連
携
推
進
に
努
め
て
い

る
。
今
後
も
連
携
を
密
に
図
っ

て
い
き
た
い
。

質
問
…
鎌
倉
市
に
は
認
知
症
の
方

は
ど
れ
く
ら
い
い
る
の
か
。

同
部
長
…
厚
生
労
働
省
は
介
護
認

定
の
調
査
項
目
で
あ
る
認
知
症

高
齢
者
の
生
活
自
立
度
の
８
段

階
の
う
ち
、
軽
い
方
か
ら
３
番

目
に
あ
た
る
２
Ａ
以
上
の
人
を

認
知
症
と
定
義
し
て
い
る
。
こ

の
定
義
に
よ
り
算
出
す
る
と
平

成
31
年
４
月
１
日
現
在
の
介
護

保
険
認
定
者
約
１
万
５
０
０
人

の
う
ち
、５
５
０
０
人
と
な
る
。

質
問
…
認
知
症
予
防
施
策
の
展
開

が
求
め
ら
れ
る
が
、
市
の
取
り

組
み
を
確
認
し
た
い
。

同
部
長
…
自
治
・
町
内
会
等
地
域

の
団
体
で
の
出
前
講
座
の
中
で
、 

体
を
動
か
し
な
が
ら
し
り
取
り

や
計
算
を
行
う
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ

な
ど
脳
の
活
性
化
を
図
る
内
容

を
取
り
入
れ
、
知
識
の
普
及
・

啓
発
を
図
っ
て
い
る
。
認
知
症

予
防
に
は
食
生
活
の
改
善
等
に

よ
る
生
活
習
慣
病
予
防
や
社
会

参
加
も
有
効
な
こ
と
か
ら
、
フ

レ
イ
ル
（
※
）
予
防
や
集
い
の

場
へ
の
助
成
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。

質
問
…
認
知
症
の
方
々
と
共
に
共

生
社
会
を
形
作
っ
て
い
く
こ
と

も
重
要
と
考
え
る
が
い
か
が 

か
。

同
部
長
…
こ
れ
ま
で
も
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
な
ど
の
取
り
組

み
を
進
め
て
き
て
お
り
、
認
知

症
に
つ
い
て
知
識
や
理
解
を
持

つ
市
民
を
増
や
し
、
安
心
し
て

自
分
ら
し
く
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
地
域
を
つ
く
る
こ
と
も
共

生
社
会
に
向
け
た
取
り
組
み
の

一
つ
と
考
え
る
。

質
問
…
高
齢
者
の
外
出
支
援
策
で

社
会
福
祉
法
人
の
送
迎
車
を
活

用
し
た
モ
デ
ル
事
業
の
詳
細
に

つ
い
て
聞
き
た
い
。

同
部
長
…
地
域
貢
献
送
迎
バ
ス
モ

デ
ル
事
業
と
し
て
、
平
成
31
年

４
月
に
鎌
倉
プ
ラ
イ
エ
ム
き
し

ろ
と
稲
村
ガ
崎
き
し
ろ
の
両
施

設
と
協
定
を
締
結
し
た
。
鎌
倉

プ
ラ
イ
エ
ム
き
し
ろ
は
大
船
駅

ま
で
の
途
中
、
玉
縄
す
こ
や
か 

セ
ン
タ
ー
に
１
日
３
回
寄
る
サ
ー 

ビ
ス
を
、
稲
村
ガ
崎
き
し
ろ
は

毎
週
月
曜
日
の
午
後
に
七
里
ガ

浜
東
に
あ
る
ス
ー
パ
ー
に
買
い

物
に
き
た
高
齢
者
を
自
宅
へ
送

る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
。

質
問
…
自
主
的
に
運
転
免
許
証
取

り
消
し
の
申
請
が
で
き
る
運
転

免
許
の
自
主
返
納
制
度
が
あ
る

が
本
市
の
状
況
を
聞
き
た
い
。

防
災
安
全
部
長
…
神
奈
川
県
警
本

部
の
資
料
に
よ
れ
ば
平
成
28
年

が
６
７
８
人
、
平
成
29
年
が
８

０
９
人
、
平
成
30
年
が
７
６
８

人
と
、
お
お
む
ね
８
０
０
人
前

後
で
推
移
し
て
い
る
。

質
問
…
運
転
免
許
返
納
者
へ
の
サ

ポ
ー
ト
事
業
を
新
た
に
実
施
し

て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

市
長
…
運
転
免
許
返
納
者
へ
の
サ

ポ
ー
ト
事
業
に
つ
い
て
は
、財
政 

的
負
担
も
考
慮
し
な
が
ら
実
施

に
向
け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問
…
２
０
２
５
年
は
目
前
で
あ

り
、
全
庁
を
挙
げ
て
乗
り
越
え

て
い
き
た
い
と
考
え
る
が
い
か

　
一
般
質
問
と
は
、
市
の
事
務
や
市
が
抱
え
る
課
題
等
に
つ
い

て
市
長
な
ど
に
た
だ
す
も
の
で
、
６
月
定
例
会
で
は
15
名
の
議

員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
議
会
広
報
委
員
会
で
事
項
別
に
整
理
し
た
内
容

の
一
部
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
一
般
質
問
の
全
文
は
、
８
月
下
旬
作
成
予
定
の
本
会
議
録
に

掲
載
し
ま
す
。
図
書
館
や
鎌
倉
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
「
会

議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
」
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一般質問項目一覧
①　保坂　令子（神奈川ネット鎌倉）
　１　子育て支援について
　２　防災、特に津波避難対策について
　３　本庁舎整備について
　４　ごみ処理施策の方針転換について
②　日向　慎吾（鎌夢会）
　１　海岸と海中ごみについて
　２　�運転免許証返納とサポートについ

て
　３　�鎌倉市ＬＩＮＥ公式アカウントの

活用について
③　長嶋　竜弘（無所属）
　１　�鎌倉市政に異論反論オブジェク

ションVOL.７
　２　�鎌倉市の問題課題を千田新副市長

と共に考えるVOL.２～ＳＤＧｓ
とは何？　鎌倉市の確証バイアス
とパラドックスを暴く～

④　竹田　ゆかり（無所属）
　１　庁舎管理規則の問題性について
　２　平和推進事業について
　３　�旧優生保護法下における被害者救

済法施行にあたって
　４　�「学校の働き方改革」の進捗状況

について
　５　教育環境条件整備について
⑤　松中　健治（無所属）
　１　ゴミ問題。
　２　防災問題。

　３　村岡駅問題。
　４　がけ地対策。
　５　やぐら保存問題。
⑥　くりはら　えりこ（無所属）
　１　特殊詐欺の被害についての対策
　２　�学校におけるＳＤＧｓ（持続可能

な開発目標）教育について
　３　�上下水道と河川・海の環境につい

て（ＳＤＧｓ目標６・14）
　４　�プラスチックゴミに関する諸問題

について（ＳＤＧｓ目標12）
　５　�北鎌倉駅周辺の道路に関する環境

整備について
⑦　前川　綾子（鎌倉みらい）
　１　�地域包括ケアのまちづくりについ

て
⑧　河村　琢磨（ヴィジョン）
　１　�新時代の学びにおける鎌倉市の公

教育について（国際バカロレアと
情報教育）

　２　�障害児・者のきょうだいが抱える
諸問題とネウボラについて

　３　鎌倉市財政の将来予測について
⑨　山田　直人（鎌倉みらい）
　１　�（鎌倉版）コンパクトシティの形

成について
　２　�認知症施策における「共生」と「予

防」について
⑩　伊藤　倫邦（自民党鎌倉市議団）
　１　市道道路管理について
　２　通学路等危険ブロックについて
　３　�公用車ドライブレコーダー設置の

普及率について
　４　�公用車走行時におけるヘッドライ

トの点灯、その後の実施について
　５　�防犯カメラ設置を行政が（固定式）

行う事の考えについて
　６　�レスキューボード（海難事故救護）

を導入した事について
　７　仮称・道の駅整備構想について
　８　�坂の下漁港整備に向けたその後の

進捗状況について
⑪　志田　一宏（自民党鎌倉市議団）
　１　子供を守る環境について
⑫　千　一（無所属）
　１　鎌倉市内の公衆トイレについて
　２　�身体障がい者中心のグループホー

ムについて
　３　鎌倉商工会議所のビルについて
　４　鎌倉市内のお店の段差について
　５　段葛の２段の段差について
⑬　吉岡　和江（日本共産党）
　１　�共生社会をめざして－市民のくら

しによりそって－
　２　�湘南ヘルスイノベーションパーク

について
⑭　納所　輝次（公明党）
　１　�鎌倉市におけるＳＤＧｓの推進に

ついて
⑮　武野　裕子（日本共産党）
　１　�「子ども・子育て支援法」と、行政・

利用者・事業者への影響
　２　�子ども会館を閉館することによる

弊害

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
に
つ
い
て

高
齢
社
会
に
つ
い
て

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発

目
標
）（
※
）
の
推
進
に
つ
い
て
、

次
の
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

質
問
…
「
か
ま
く
ら
プ
ラ
ご
み
ゼ

ロ
宣
言
」
が
行
わ
れ
た
が
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
削
減
に
向
け

た
具
体
的
な
取
り
組
み
を
聞
き

た
い
。

環
境
部
長
…
本
庁
舎
な
ど
の
自
動

販
売
機
で
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

取
り
扱
い
を
や
め
た
。
市
民
に

対
し
て
は
広
報
紙
や
「
ご
み
減

量
通
信
」
の
ほ
か
、
自
治
・
町

内
会
な
ど
を
通
じ
て
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
削
減
の
た
め
の
啓

発
を
行
い
、
事
業
者
へ
は
個
別

訪
問
し
て
販
売
工
程
等
の
使
い

捨
て
物
品
の
削
減
に
つ
い
て
啓

発
し
て
い
る
。
各
種
イ
ベ
ン
ト

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
対
策
と

し
て
は
、
リ
ユ
ー
ス
食
器
の
補

助
事
業
を
さ
ら
に
推
進
す
る
と

と
も
に
、
海
水
浴
場
の
海
の
家

に
対
し
て
、
出
店
の
説
明
会
時

に
宣
言
の
趣
旨
を
説
明
し
、
協

力
を
仰
い
で
い
る
。
今
後
は
、

店
舗
等
へ
の
ポ
ス
タ
ー
等
の
掲

示
を
通
し
て
、事
業
者
へ
理
解
・

協
力
を
求
め
て
い
く
。

質
問
…
鎌
倉
花
火
大
会
で
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
対
策
は
ど
う
す

る
の
か
。

同
部
長
…
昨
年
度
ま
で
実
施
し
て

い
た
、
ご
み
回
収
用
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
袋
の
配
布
を
や
め
、 

ご
み
の
持
ち
帰
り
の
呼
び
掛
け

や
臨
時
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

で
の
回
収
を
徹
底
し
て
い
く
。

質
問
…
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

と
製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
回
収

後
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
状
況
に
つ

い
て
聞
き
た
い
。

同
部
長
…
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
は
パ
レ
ッ
ト
な
ど
の
製
品
や

ア
ン
モ
ニ
ア
な
ど
の
原
料
と
し

て
資
源
化
を
図
っ
て
い
る
。
製

品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
プ
ラ
ン
タ
ー 

や
ざ
る
等
の
製
品
へ
の
資
源
化

と
、
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
に

よ
り
熱
回
収
を
図
っ
て
い
る
。

質
問
…
教
育
現
場
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
ど
う
学
ん
で
い
る
の
か
。

教
育
部
長
…
学
校
で
の
取
り
組
み

の
例
と
し
て
、
小
坂
小
学
校
で

は
、
フ
ー
ド
ロ
ス
00
（
ゼ
ロ
ゼ

ロ
）
応
援
隊
と
し
て
食
品
ロ
ス

削
減
の
啓
発
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
そ
れ
を
学
級
通
信
で
紹
介

し
た
り
、
児
童
が
新
聞
を
作
成

す
る
な
ど
し
た
り
し
て
い
る
。

質
問
…
市
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市

計
画
を
児
童
・
生
徒
が
学
ぶ
機

会
は
あ
る
の
か
。

同
部
長
…
社
会
科
の
学
習
や
総
合

的
な
学
習
の
時
間
の
中
で
、
鎌

倉
市
の
ご
み
の
量
や
バ
リ
ア
フ

リ
ー
な
ど
に
つ
い
て
の
授
業
を

行
っ
て
い
る
。
引
き
続
き
、
各

教
科
の
単
元
や
項
目
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
17
の
目
標
の
ど
こ
に
関
連

し
て
い
る
の
か
を
明
示
し
な
が

ら
学
習
活
動
を
行
う
こ
と
で
、

が
か
。

市
長
…
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
住
み
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
共
生
社
会
の

構
築
に
向
け
て
市
が
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
取
っ
て
い
き
た
い
。

一
方
、
平
均
寿
命
の
延
び
と
と

も
に
元
気
で
若
々
し
い
シ
ニ
ア

が
増
え
て
い
る
。
65
歳
以
上
は

高
齢
者
と
い
う
概
念
を
払
拭
し
、 

元
気
な
シ
ニ
ア
層
の
社
会
参
加

を
促
進
す
る
こ
と
で
、
共
に
支

え
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え

て
い
る
。
超
高
齢
社
会
を
目
前

に
控
え
、
取
り
組
み
を
一
層
加

速
、
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
。

子
ど
も
た
ち
が
地
域
や
社
会
で

起
こ
っ
て
い
る
問
題
に
関
心
を

持
ち
、
身
近
な
問
題
と
捉
え
、

自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
を

考
え
、
解
決
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
教
育
を
目
指
し

て
い
く
。

質
問
…
市
長
は
都
市
経
営
に
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
理
念
を
取
り
入
れ
る
と

述
べ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
進

め
方
を
聞
き
た
い
。

市
長
…
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
市

民
力
、
地
域
力
な
ど
鎌
倉
が
誇

る
資
源
を
総
動
員
し
、
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
の
活
用
な
ど
新
た
な
技

術
や
視
点
を
行
政
経
営
に
積
極

的
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
鎌

倉
の
ま
ち
に
新
た
な
価
値
を
築

き
、
次
世
代
に
引
き
継
い
で
い

き
た
い
。

【用語の解説】
※フレイル
　加齢に伴い、心身の活力（運動機能や認知機
能等）が低下していく、健康な状態と介護を必
要とする状態の中間的な段階をいう。

※ＳＤＧｓ（Sustainable  
　Development Goals）
　2015年に国連サミットで採択された、17の
ゴールと169のターゲットから成る持続可能な
開発目標。「誰一人取り残さない」社会の実現
を目指し、経済・社会・環境をめぐる広範な課
題に統合的に取り組むとしている。



（３）　　第２４６号 か ま く ら 議 会 だ よ り 令和元年（2019年）８月１日

請
願
・
陳
情
の
議
決
結
果

　

６
月
定
例
会
で
は
１
件
の
請

願
、
12
件
の
陳
情
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
う
ち
、
請
願
１
件
、

陳
情
11
件
を
各
常
任
委
員
会
に
付

託
し
審
査
を
行
い
ま
し
た
。（
陳

情
１
件
は
取
り
下
げ
）

　

そ
の
結
果
、
陳
情
４
件
を
採
択

し
、
請
願
１
件
を
不
採
択
と
し
た

ほ
か
、
陳
情
７
件
を
継
続
審
査
と

し
ま
し
た
。

　

結
論
が
出
た
請
願
お
よ
び
陳
情

の
要
旨
と
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

【
採
択
し
た
陳
情
】

◇�

岩
瀬
子
ど
も
会
館
存
続
と
子
供

達
の
居
場
所
確
保
に
つ
い
て
の

陳
情

◇�

岩
瀬
子
ど
も
会
館
の
施
設
存
続

を
求
め
る
陳
情

陳
情
の
要
旨

　

２
件
の
陳
情
と
も
、
岩
瀬
子
ど

も
会
館
は
地
域
の
未
就
学
児
か
ら

中
学
生
ま
で
の
子
ど
も
た
ち
の
大

切
な
居
場
所
で
あ
り
、
同
会
館
が

閉
館
す
る
と
未
就
学
児
の
居
場
所

が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
か

ら
、
同
会
館
の
存
続
と
子
ど
も
た

ち
の
居
場
所
の
確
保
を
要
望
す
る

も
の
で
す
。

委
員
会
お
よ
び
本
会
議
の
結
果

　

２
件
の
陳
情
と
も
、
委
員
会
で

は
総
員
、
本
会
議
で
は
多
数
の
賛

成
に
よ
り
採
択
し
ま
し
た
。

◇�
深
沢
地
域
の
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
の
早
期
実
施
に
つ
い
て
の
陳

情
陳
情
の
要
旨

　

深
沢
地
域
の
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
は
、
深
沢
地
域
の
活
性
化
だ
け

で
な
く
、
市
全
体
の
持
続
的
な
発

展
や
地
域
防
災
力
の
向
上
に
大
き

く
寄
与
す
る
事
業
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
当
初
計
画
よ
り
も
大
幅
に
遅

延
し
て
い
る
当
該
ま
ち
づ
く
り
事

業
お
よ
び
関
連
す
る
村
岡
新
駅
整

備
の
早
期
実
施
に
向
け
、
一
層
の

支
援
・
協
力
を
強
く
希
望
す
る
も

の
で
す
。

委
員
会
お
よ
び
本
会
議
の
結
果

　

委
員
会
、
本
会
議
と
も
に
多
数

の
賛
成
に
よ
り
採
択
し
ま
し
た
。

◇�

「
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化

制
度
」
に
関
し
、
国
へ
の
意
見

書
の
提
出
に
つ
い
て
の
陳
情

陳
情
の
要
旨

　

本
年
10
月
か
ら
実
施
予
定
の
幼

児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
制
度
に

関
し
て
、
幼
稚
園
類
似
施
設
の
園

児
も
無
償
化
の
対
象
と
な
る
よ

う
、
国
に
対
し
意
見
書
を
提
出
す

る
よ
う
求
め
る
も
の
で
す
。

委
員
会
お
よ
び
本
会
議
の
結
果

　

委
員
会
で
は
総
員
、
本
会
議
で

は
多
数
の
賛
成
に
よ
り
採
択
し
ま

し
た
。

　

な
お
、
本
陳
情
に
基
づ
く
意
見

書
は
左
記
「
可
決
し
た
意
見
書
」

の
と
お
り
で
す
。

【
不
採
択
と
し
た
請
願
】

◇�
鎌
倉
駅
東
口
駅
前
広
場
整
備
工

事
の
レ
イ
ア
ウ
ト
見
直
し
を
求

め
る
請
願
書

　
建 設 常 任 委 員 会
観光厚生常任委員会

教育こどもみらい常任委員会
総 務 常 任 委 員 会

６月13日開催
審査した内容（議案１件、陳情１件、報告事項13件）

６月14日開催
審査した内容（議案３件、請願・陳情７件、報告事項７件）

６月17日、20日、21日開催
審査した内容（議案８件、報告事項８件）

６月12日、 20日、 21日開催
審査した内容（議案４件、陳情４件、報告事項12件）

報告事項　エンディングプランサポート事業について
　本事業は、１人暮らしで頼れる身寄りがおらず、本人死亡後の対応に
困難を来すことが予測される鎌倉市に住所を有するおおむね65歳以上の
方を対象として、終活課題を整理し、生前に解決のめどを立て、安心し
た生活を送ることができるように支援するものであるとのことです。
　本人の終活課題としての延命治療に関する意思表示、葬儀、納骨、遺
品整理等の事務について、まず、市が本人と共に整理します。その後、
市から紹介された本事業に協力可能な事業者等と本人とが、生前に委任
契約の締結を行います。委任契約締結後に、市は登録カードを作成し、
そのカードを本人・市・事業者等の３者が保有することで、登録者本人
が亡くなった際には、さまざまな対応ができるとのことです。対象とな
る高齢者は、頼れる身寄りがいない低所得者であり、情報が入りにくい
と考えられることから、日頃から地域で高齢者の見守り活動等を行って
いる民生委員や地域包括支援センターと連携を図り、必要な方に情報が
届くよう、ホームページや広報等でも周知した上で、令和元年（2019年）
８月から事業開始ができるよう準備を進めていくとのことです。
　委員会では、報告事項について了承されました。

陳情第２号　岩瀬子ども会館存続と子供達の居場所確保についての陳情
陳情第４号　岩瀬子ども会館の施設存続を求める陳情
　二つの陳情はいずれも、閉館が予定されている岩瀬子ども会館は地域
の子どもたちの大切な居場所であることから、同会館の存続と子どもた
ちの居場所の確保を市に要望するものです。
　市の説明によると、同会館が所在する今泉小学校区においては、令和
２年（2020年）４月から「放課後かまくらっ子いまいずみ」を開設する
ことから、同年３月31日をもって同会館を閉館するとのことであり、閉
館後の同会館の利活用については、売却・貸付等を含め、地域からの要
望を考慮して検討していきたいとのことです。
　委員会では、同会館が多世代交流や未就学児の居場所として長年にわ
たって果たしてきた役割は大きいという
観点から、「今後は地域住民や利用者の
意見を聴取した上で、利活用に当たって
は民間活力を利用した施設利用の可能性
も模索しながら検討していくべきであ
る」との意見が出され、いずれの陳情も
総員の賛成により採択されました。

報告事項　旧村上邸の保存活用について
　平成31年（2019年）４月26日に、プロポーザルで選定した保存活用事
業主体である株式会社エンジョイワークスと、令和元年（2019年）５月
１日から令和11年（2029年）３月31日まで、約10年間の定期建物賃貸借
契約を締結し、企業を対象とした研修所や、市民の文化活動の場として
の利用を開始したとのことです。
　また、今後は、事業運営を適切に実施するために設立した、近隣住民、
保存活用事業主体、市などで構成する保存活用協議会で、周辺住民等の
理解を得ながら事業を進めていくとともに、この保存活用事業によって、
建物や庭園を大切に保存することはもとより、地域のコミュニティーの
醸成にもつながることから、本市のＳＤ
Ｇｓの目標達成に向けた取り組みに寄与
する施設として、保存活用事業主体と共
に有効に活用していくとのことです。
　委員会では、報告事項について了承さ
れました。

議案第22号　令和元年度鎌倉市一般会計補正予算（第２号）
　本補正予算（第２号）は、歳入、歳出ともに12億3718万5000円を増額
するもので、補正後の一般会計予算の総額は626億5237万3000円になり
ます。補正の主な内容は、（仮称）北鎌倉保育園整備に対する補助金（約
２億6500万円）、低所得者および子育て世帯を対象とした「プレミアム
付商品券」、鎌倉市民を対象とした「かまくらプレミアム商品券」の販
売にかかる諸経費（約８億7000万円）、深沢地域整備事業を能動的に推
進する立場で新たに雇用する参与に対し支払う報酬（120万円）、御成
小学校旧講堂改修事業に係る工事及び工事監理等の経費（今年度から３
年間の継続費として約４億4000万円を設定、そのうち地方債は約３億円
を見込む）です。委員会では、質疑の後、一部委員から「国からの補助
金なしに市が実施するかまくらプレミアム商品券事業について、全国的
な取り組み状況について情報収集し、市が取り組む意義について説明責
任を果たし、事業の効果を検証することを求める」、「深沢地域整備事業
推進参与を雇用する意味や効果について市民へ明らかになるよう求め、
また、その動向を注視していきたい」といった意見が出され、総員の賛
成により可決されました。

常任委員会
審査の一部を紹介します

旧村上邸の能舞台 岩瀬子ども会館

可 決 し た 意 見 書
　６月定例会では、下記の意見書提出に係る議会議案を可決しました。な
お、可決した意見書は、地方自治法第99条の規定に基づき、関係機関に送
付しました。

幼児教育・保育の無償化制度に関する意見書
　国は、本年10月から幼児教育・保育の無償化制度を開始するが、認可保育所、幼
稚園、認定こども園及び認可外保育施設が無償化の対象となる一方で、国の認可基
準を満たさない幼児教育施設等、いわゆる幼稚園類似施設は無償化の対象外となっ
ている。
　幼稚園類似施設では、子供一人一人に寄り添い、子供の個性を生かした教育が行
われており、幼児教育において果たす役割は非常に大きい。幼児教育・保育の無償
化について政府が掲げた、全ての子供に質の高い幼児教育を保障することを目指す
という方針を鑑みると、これらの施設についても無償化の対象とすることが望まし
く、また、これらの施設に子供を通わせる保護者にとっては、無償化が実現されな
いことに不公平感を抱かざるを得ない。
　本市では、私立幼稚園等就園奨励費補助金において、幼稚園類似施設に通う園児
の保護者に対しても、幼稚園に比べて補助額は少ないものの、市の財源で一部補助
を行っており、本年10月の幼児教育・保育の無償化制度の開始後も引き続き補助を
行うが、市の財源のみで幼稚園類似施設を対象に全額補助を行う、いわゆる無償化
を実現するには財政上の困難を伴う。
　よって、国におかれては、補助対象施設の見直し等を行い、国の認可基準を満た
さない幼児教育施設等、いわゆる幼稚園類似施設を、幼児教育・保育の無償化の対
象とするよう要望する。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
　　　令和元年（2019年）６月21日
� 鎌　倉　市　議　会
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令和元年（2019年）８月１日 か ま く ら 議 会 だ よ り 第２４６号　　（４）

　会　派　名

　議　員　名

主　　　な　　　議　　　案　　　等 議決結果

公　

明　

党

鎌
倉
市
議
会

議　

員　

団

日
本
共
産
党

鎌
倉
市
議
会

議　

員　

団

鎌
倉
み
ら
い

自
由
民
主
党

鎌
倉
市
議
会

議 

員 

団

鎌 

倉 

の

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を

考
え
る
会

神　

奈　

川

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

運
動
・
鎌
倉

鎌　
　

倉　
　

夢

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
会

無 

所 

属
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
大
石　
和
久

西
岡　
幸
子

納
所　
輝
次

吉
岡　
和
江

武
野　
裕
子

高
野　
洋
一

山
田　
直
人

池
田　
　
実

前
川　
綾
子

森　
　
功
一

志
田　
一
宏

伊
藤　
倫
邦

中
村　
聡
一
郎

久
坂　
く
に
え

河
村　
琢
磨

保
坂　
令
子

安
立　
奈
穂

髙
橋　
浩
司

日
向　
慎
吾

千　
　
一

く
り
は
ら 

え
り
こ

長
嶋　
竜
弘

竹
田　
ゆ
か
り

松
中　
健
治

欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

欠 ○ ○ ― ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

欠 ○ ○ ― ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○

欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

欠 ○ ○ ― ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○

欠 ― ― ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ― ― ― ○ ○ ― ― ○ ○ ○ ○ ○

欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
欠 ○ ○ ― ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ― ― ― ― ―

欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○：賛成　－：反対　欠：欠席
※�会派は、政策を中心とした同一の理念を共有
する２人以上の議員で構成されます。本市議
会では、会派に属する議員は代表質問や、議
会運営委員会の委員となり、議会運営に関す
る協議を行うことができます。

※◎は会派の代表者
※久坂くにえ議員は議長のため、採決には参加
　していません。

※６月定例会では市長提出議案22件、委員会提出議案１件、請願１件、陳情４件の採決を行いました。
　下記以外の議案等への賛否については、議会事務局へお問い合わせください。

※令和元年（2019年）６月５日付で「公明党鎌倉市議会議員団」の代表者は大石和久議員に、「鎌倉みらい」の代表者は山田直人議員に、「自由民主党鎌倉市議会議員団」の代表者は森功一議員に、
　「鎌倉のヴィジョンを考える会」の代表者は中村聡一郎議員に変更。

議 決 さ れ た 主 な 議 案 等

条
例

第11号 鎌倉市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の
制定について 可決

第15号 鎌倉市子ども会館条例の一部を改正する条例の制定について 可決

第24号 鎌倉市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の保育料
等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決

補
正
予
算

第22号 令和元年度鎌倉市一般会計補正予算（第２号）
（プレミアム付商品券事業に係る経費等） 可決

第25号 令和元年度鎌倉市一般会計補正予算（第３号）
（幼児教育無償化事業に係る経費等） 可決

請
願 第1号 鎌倉駅東口駅前広場整備工事のレイアウト見直しを求める請

願書 不採択

陳
情

第２号 岩瀬子ども会館存続と子供達の居場所確保についての陳情 採択
第４号 岩瀬子ども会館の施設存続を求める陳情 採択
第３号 深沢地域の新しいまちづくりの早期実施についての陳情 採択

第６号「幼児教育・保育の無償化制度」に関し、国への意見書の提出についての陳情 採択

　
６
月
定
例
会
で
は
、
委
員
会
か

ら
１
件
の
議
案
が
、
市
長
か
ら
22

件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
議
案
の
内
容
お
よ
び
議
会

に
お
け
る
議
決
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

《
市
長
提
出
議
案
》

条
例
関
係
議
案

鎌
倉
市
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給

与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
４
月
１
日
に
施
行
さ

れ
る
地
方
公
務
員
法
お
よ
び
地
方

自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

に
基
づ
き
、
会
計
年
度
任
用
職
員

制
度
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
本
市
の
会
計
年
度
任
用
職
員

の
給
与
お
よ
び
費
用
弁
償
に
つ
い

て
、
必
要
な
事
項
を
定
め
よ
う
と

と
す
る
も
の
で
、
令
和
２
年
４
月

１
日
か
ら
施
行
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

鎌
倉
市
子
ど
も
会
館
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
　

鎌
倉
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
に
お
け
る
子

ど
も
の
家
の
面
積
に
係
る
基
準
要

件
が
令
和
２
年
４
月
か
ら
適
用
さ

れ
る
こ
と
を
受
け
、
う
え
き
子
ど

も
の
家
「
さ
わ
が
に
」
の
利
用
定

員
が
子
ど
も
の
家
の
子
ど
も
室
の

み
の
面
積
で
算
出
さ
れ
る
こ
と
と

な
る
こ
と
か
ら
、
植
木
子
ど
も
会

館
の
プ
レ
イ
ル
ー
ム
を
子
ど
も
の

家
の
子
ど
も
室
へ
転
用
す
る
こ
と

で
、
現
行
の
利
用
定
員
を
確
保
す

る
た
め
、
子
ど
も
会
館
を
廃
止
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
、
令
和
２
年

４
月
１
日
か
ら
施
行
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

　

昨
年
度
は
、
陳
情
が
43
件
出
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
採
択
さ
れ

た
の
が
７
件
（
16
・
３
％
）、
不

採
択
は
１
件
（
２
・
３
％
）
で
し

た
。
一
方
、
継
続
審
査
と
な
っ
た

の
は
22
件
（
51
・
２
％
）、
取
り

下
げ
や
配
付
の
み
、
議
決
不
要
で

審
査
を
し
な
か
っ
た
の
は
合
わ
せ

て
13
件
（
30
・
２
％
）
で
し
た
。

陳
情
が
出
さ
れ
る
と
議
員
は
、
そ

の
地
域
、
そ
の
経
過
を
よ
く
調
査

し
、
法
令
に
照
ら
し
、
陳
情
さ
れ

た
方
の
気
持
ち
も
酌
ん
で
委
員
会

に
臨
み
ま
す
。
請
願
は
、
憲
法
第

16
条
で
保
障
さ
れ
た
権
利
で
す
。

鎌
倉
市
で
は
、
陳
情
も
請
願
と
同

様
の
扱
い
で
審
査
し
ま
す
。「
議

会
だ
よ
り
」
で
は
請
願
・
陳
情
の

結
果
を
で
き
る
限
り
報
告
す
る
こ

と
を
心
掛
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
武
野　

裕
子
）

　
議
会
広
報
委
員
会

�

委
員
長　
武
野　
裕
子

�

副
委
員
長　
納
所　
輝
次

�

委　
　
員　
安
立　
奈
穂

�

委　
　
員　
森　
　
功
一

�

委　
　
員　
日
向　
慎
吾 

�

委　
　
員　
山
田　
直
人

�

委　
　
員　
中
村
聡
一
郎

編
集
後
記

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

鎌
倉
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
保
育

料
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
施
行

令
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
特
定

教
育
・
保
育
施
設
お
よ
び
特
定
地

域
型
保
育
事
業
者
か
ら
保
育
等
を

受
け
る
場
合
の
保
育
料
の
負
担
軽

減
措
置
の
拡
充
等
を
行
う
た
め
、

必
要
な
事
項
を
定
め
る
ほ
か
、
所

要
の
改
正
を
行
お
う
と
す
る
も
の

で
、
本
年
10
月
１
日
か
ら
施
行
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
が
、
経
過

措
置
と
し
て
、
改
正
後
の
同
条
例

の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
受
け

る
特
定
教
育
・
保
育
等
に
係
る
保

育
料
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日

前
に
受
け
た
特
定
教
育
・
保
育
等

に
係
る
保
育
料
に
つ
い
て
は
、
従

前
の
例
に
よ
る
こ
と
を
規
定
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

補
正
予
算

　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
は
総
員
の
賛
成
に
よ
り
、

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

は
、
多
数
の
賛
成
に
よ
り
原
案

を
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
に

係
る
経
費
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
に
係
る
経
費
、（
仮
称
）
北

鎌
倉
保
育
園
整
備
事
業
に
係
る
経

費
、
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
水
漏
れ
事
故
賠
償
金
、
健
康

管
理
シ
ス
テ
ム
改
修
事
業
に
係
る

経
費
、
深
沢
地
域
整
備
事
業
推
進

参
与
報
酬
、
御
成
小
学
校
旧
講
堂

改
修
事
業
に
係
る
経
費
を
追
加
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
、
歳
入
歳
出

と
も
に
12
億
３
７
１
８
万
５
千
円

を
増
額
し
、
補
正
後
の
総
額
は
、

６
２
６
億
５
２
３
７
万
３
千
円
と

な
り
ま
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

幼
児
教
育
無
償
化
事
業
に
係
る

経
費
を
追
加
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
、
歳
入
歳
出
と
も
に
７
５
９
８

万
７
千
円
を
増
額
し
、
補
正
後
の

総
額
は
６
２
７
億
２
８
３
６
万
円

と
な
り
ま
す
。

《
人
事
案
件
》

教
育
委
員
会
委
員

　

教
育
委
員
会
委
員
の
任
期
満
了

に
よ
る
後
任
者
と
し
て
、
引
き
続

き
次
の
方
を
任
命
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
議
会
で
は
総
員
の
賛
成
に

よ
り
同
意
し
ま
し
た
。

下し
も

平だ
い
ら

　

久く

美み

子こ

氏（
西
鎌
倉
在
住
）

任
期
は
、
令
和
元
年
６
月
23
日
か

ら
４
年
間
で
す
。

５
月
臨
時
会

　

緊
急
に
議
会
の
議
決
を
必
要
と

す
る
案
件
が
生
じ
た
た
め
５
月
28

日
に
臨
時
会
を
開
催
し
、
市
長
か

ら
４
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。

�

平
成
31
年
（
ネ
）
第
３
３
８
号
損

害
賠
償
請
求
控
訴
事
件
の
上
告
受

理
申
立
て
に
つ
い
て
（
旧
レ
イ
・

ウ
ェ
ル
鎌
倉
）

　

旧
レ
イ
・
ウ
ェ
ル
鎌
倉
の
土
地

建
物
を
買
い
受
け
た
相
手
方
か

ら
、
建
物
の
建
材
に
ア
ス
ベ
ス
ト

が
残
存
し
て
お
り
、
そ
の
解
体
撤

去
に
当
初
の
見
積
も
り
よ
り
も
費

用
を
要
し
た
こ
と
か
ら
、
ア
ス
ベ

ス
ト
除
去
工
事
費
用
に
相
当
す
る

８
６
８
３
万
２
千
円
と
遅
延
損
害

金
等
の
支
払
い
を
本
市
に
対
し
て

求
め
ら
れ
て
い
た
訴
訟
に
つ
い

て
、
第
１
審
の
横
浜
地
方
裁
判
所

で
は
、
相
手
方
の
請
求
を
全
て
棄

却
す
る
と
の
判
決
が
言
い
渡
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
判
決
を
不
服
と
し

て
相
手
方
か
ら
控
訴
さ
れ
、
新
た

な
主
張
や
証
拠
が
示
さ
れ
て
い
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
年
５
月

16
日
に
第
２
審
の
東
京
高
等
裁
判

所
か
ら
、
不
法
行
為
に
よ
る
損
害

賠
償
請
求
に
は
一
部
理
由
が
あ

り
、
こ
れ
を
全
て
理
由
が
な
い
と

し
て
棄
却
し
た
第
１
審
の
判
決
は

失
当
で
あ
り
、
本
件
控
訴
は
一
部

理
由
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
第
１
審

の
判
決
を
取
り
消
し
、
本
市
に
損

害
賠
償
請
求
額
の
一
部
等
の
支
払

い
を
命
じ
る
判
決
が
言
い
渡
さ
れ

ま
し
た
。
本
市
は
こ
の
判
決
に
不

服
が
あ
る
た
め
、
最
高
裁
判
所
に

上
告
受
理
申
し
立
て
を
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

　

議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に

よ
り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

◎�

鎌
倉
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
関

す
る
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い

て
◎�

令
和
元
年
度
鎌
倉
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
係
る

専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

◎�

令
和
元
年
度
鎌
倉
市
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）
に
係
る
専
決
処
分
の
承

認
に
つ
い
て

　

議
会
で
は
、
い
ず
れ
も
総
員

の
賛
成
に
よ
り
、
原
案
を
承
認

し
ま
し
た
。

　

６
月
11
日
に
開
催
さ
れ

た
、
全
国
市
議
会
議
長
会
第

95
回
定
期
総
会
に
お
い
て
、

池
田
実
議
員
、
高
野
洋
一
議

員
が
、
議
員
在
職
10
年
以
上

一
般
表
彰
を
受
章
し
ま
し
た
。

全
国
市
議
会
議
長
会

か
ら
議
員
在
職

10
年
表
彰
を
受
章

高野洋一議員　　　池田実議員


